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「
２
年
連
続
で
選
抜
さ
れ
、
昨
年

の
予
選
敗
退
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
練

習
に
励
み
、
今
年
は
ベ
ス
ト
16
に
入

れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
経
験
を
生

か
し
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

■
難な

ん

波ば 

諒ま
さ

樹き

君
（
川
上
町
下
大
竹
）

倉
敷
商
業
高
校
３
年

●
国
民
体
育
大
会
［
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
少
年
男
子
］

（
９
月
29
日
～
10
月
２
日
・
東
京
都
）

■
鹿か

島し
ま 

義よ
し

雄お

さ
ん
（
成
羽
町
成
羽
）か

わ
か
み
療
護
園

●
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
［
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
］
優
勝

　
（
10
月
12
日
～
14
日
・
東
京
都
）

■
川か

わ

上か
み 

桂け
い

二じ

さ
ん
（
川
上
町
上
大
竹
）㈱

フ
ル
ハ
ウ
ス

　
「
ど
の
試
合
も
苦
し
い
試
合

ば
か
り
で
し
た
。
こ
の
優
勝
を

糧
に
も
っ
と
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
応
援
、
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

■
大お

お

枝え
だ 

巧た
く

弥や

君
（
横
町
）

総
社
南
高
校
３
年

●
国
民
体
育
大
会
［
陸
上
・
少
年
男
子
Ａ 

三
段
跳
］

　
（
10
月
４
日
～
８
日
・
東
京
都
）

　
「
国
体
で
は
不
本
意
な
結
果

に
終
わ
っ
た
の
で
、
大
学
に

入
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
っ

か
り
積
み
、
来
年
こ
そ
全
国
大

会
で
入
賞
し
た
い
と
思
い
ま

す
」

　
「
悔
し
い
思
い
が
多
く
残
り

ま
し
た
が
、
自
分
自
身
さ
ら

に
成
長
し
、
次
こ
そ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
」

■
濱は

ま

本も
と 

ま
り
ん
さ
ん
（
頼
久
寺
町
）

吉
備
国
際
大
学
１
年

●
Ａ
Ｆ
Ｃ 

Ｕ
‐
19
女
子
選
手
権
［
サ
ッ
カ
ー
］

（
10
月
11
日
～
20
日
・
中
華
人
民
共
和
国 

南
京
市
）

■
山や

ま

本も
と 

鉄て
つ

也や

君
（
巨
瀬
町
）

高
梁
高
校
２
年

●
国
民
体
育
大
会
［
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
少
年
男
子
］
準
優
勝

　
（
９
月
29
日
～
10
月
１
日
・
東
京
都
）

■
三み

村む
ら 

友と
も

洋ひ
ろ

君
（
津
川
町
今
津
）

高
梁
高
校
３
年

■
小こ

見み

山や
ま 

拓た
く

也や

君
（
松
山
）

高
梁
高
校
３
年

■
藤ふ

じ

井い 

翔し
ょ
う

吾ご

君
（
津
川
町
今
津
）

高
梁
高
校
３
年

■
橘た

ち
ば
な

　

 

麗れ

衣い

さ
ん
（
南
町
）

吉
備
国
際
大
学
２
年

●
国
民
体
育
大
会
［
サ
ッ
カ
ー
・
女
子
］

　
（
９
月
29
日
～
10
月
３
日
・
東
京
都
）

■
高た

か

塚つ
か 

綾あ
や

音ね

さ
ん
（
川
端
町
）

吉
備
国
際
大
学
２
年

■
三み

や
け宅 

あ
ゆ
み
さ
ん
（
原
田
南
町
）

吉
備
国
際
大
学
３
年

■
中な

か

井い 

優ゆ
う

那な

さ
ん
（
川
端
町
）

吉
備
国
際
大
学
３
年

■
渡わ

た

邊な
べ 

和か
ず

美み

さ
ん
（
弓
之
町
）

吉
備
国
際
大
学
３
年

■
山や

ま

口ぐ
ち 

紗さ

矢や

さ
ん
（
原
田
南
町
）吉

備
国
際
大
学
４
年

■
森も

り

迫さ
こ 

あ
や
め
さ
ん
（
成
羽
町
）

作
陽
高
校
２
年

　
「
全
国
大
会
の
決
勝
で
東
京

都
に
勝
利
し
、
２
年
連
続
で
７

度
目
の
全
国
制
覇
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

写
真
後
列
右
か
ら　

写
真
前
列
右
か
ら　

社
会
福
祉
事
業
従
事
功
労

安や
す

原は
ら 

隆た
か

資し
さ
ん

（68）
　（
南
町
）

　

昭
和
46
年
に
高
梁
中
央
保
育
園
、

昭
和
52
年
に
落
合
保
育
園
を
設
立

し
、
毎
年
約
１
７
０
人
の
保
育
を
実

施
。
両
園
と
も
通
常
の
保
育
に
加

え
、
乳
児
保
育
や
延
長
保
育
等
の
特

別
保
育
を
実
施
し
、
多
様
化
す
る
保

護
者
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
と
の
交
流
も
積
極
的
に
行

い
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
茶
道
、

粘
土
遊
び
な
ど
情
操
教
育
に
重
点
を

置
い
た
独
自
の
保
育
方
針
を
展
開

し
、
明
る
く
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を

育
ん
で
い
ま
す
。

　

国
、
県
、
市
の
保
育
協
議
会
の
役

員
を
歴
任
す
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援

施
策
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
児
童
福

祉
の
充
実
に
尽
力
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

■
今い

ま

中な
か 

綾あ
や

乃の

さ
ん
（
上
谷
町
）

吉
備
国
際
大
学
２
年

　
「
初
め
て
の
世
界
大
会
で
、

緊
張
し
て
思
う
よ
う
に
演
武
が

で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て

来
年
こ
そ
練
習
の
成
果
が
だ
せ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

■
樽た

る

本も
と 

香か

奈な

さ
ん
（
新
町
）

吉
備
国
際
大
学
１
年

●
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
個
人
選
手
権
大
会

　
（
９
月
13
日
～
15
日
・
熊
本
県
）

　
「
大
会
で
大
学
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
練
習
し
て
、

来
年
は
３
位
以
内
を
目
指
し
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
入
り
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

■
坂さ

か

元も
と 

芙ふ

美み

佳か

さ
ん
（
奥
万
田
町
）

吉
備
国
際
大
学
２
年

●
少
林
寺
拳
法
世
界
大
会　

（
８
月
24
日
～
25
日
・
大
阪
府
）

　
「
外
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
選

手
が
来
て
い
て
、
緊
張
し
ま
し

た
。
今
大
会
で
は
実
力
が
出
し

切
れ
な
か
っ
た
の
で
、
次
の
大

会
に
向
け
、
み
ん
な
で
練
習
を

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

写
真
右
か
ら　

　「メンバーがそろっていてチームの雰囲気も良く、優勝を狙ってい
たので、準優勝は悔いが残ります。大学に入ってもソフトボールを
続けていくので、この悔しさを忘れず『倍返しだ！』の気持ちで頑
張ります。皆さんの応援、ありがとうございました」と三村君。

　「日本一を目標に掲げ始動しましたが、結果は 5位で
した。私自身の技術不足、目標設定の甘さを痛感し、応
援してくださった多くの方の期待に応えることができず
悔しいです。私のゴールはまだまだ先にあるので、この
経験を自身のチームで生かしていきます。国体に関わっ
た全ての方に感謝の気持ちでいっぱいです」と山口さん。

「
栄
光
を
た
た
え
ま
す
」
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
全
国
大
会
出
場
、
そ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
収
め
た
個

人
・
団
体
の
情
報
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係　

☎
�
０
２
１
０

功績をたたえて

栄光をたたえます


